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▲ みきの家の挑戦
　 ふくしで〝笑顔と花のまちに〟
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平
成
27
年
度
事
業
は
、8
項

目
の
重
点
目
標
を
中
心
に
社
協

組
織
体
制
の
整
備
充
実
、地
域
福

祉
、在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
活
動
を

行
い
、信
頼
さ
れ
る
社
協
を
目
指

し
、町
を
は
じ
め
関
係
機
関
団
体

と
連
携
を
し
て
諸
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

⑴
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
体
制

の
強
化

①
ニ
ー
ズ
対
応
型
社
協
活
動
の
た

め
の
組
織
体
制
の
強
化

②
会
員
制
度
の
充
実

　
社
協
会
員
加
入
状
況

　
　 

一
般
会
員 

6
，5
2
6
人

　
　 

賛
助
会
員   

　
　
　
2
人

③
職
員
研
修
の
実
施

④
広
報
・
啓
発
活
動
の
推
進

　
社
協
だ
よ
り
の
発
行

　
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
積

極
的
な
情
報
提
供

　「
獅
子
た
ち
の
里
　
三
木
ま
ん

で
願
。」で
の
広
報
活
動

⑵
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

①
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト（
み
き

　
絆
キ
ッ
ト
）の
設
置

②
相
談
事
業

　
心
配
ご
と
相
談

　
無
料
法
律

　
相
談

③
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
強
化

④
在
宅
高
齢
者
世
帯
の
把
握

⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
拡
充

⑥
法
人
後
見
制
度
の
実
施

⑦
生
活
困
窮
者
へ
の
自
立
支
援

⑧「
香
川
お
も
い
や
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」の
実
施

⑶
福
祉
関
係
団
体
と
の
連
携

①
民
生
児
童
委
員
協
議
会
と
の

連
携

②
共
同
募
金
運
動
、日
赤
社
資

募
集
の
協
力

③
老
人
ク
ラ
ブ
、身
体
障
害
者
協

会
と
の
連
携

④
そ
の
他
の
福
祉
関
係
団
体
と
の

連
携
強
化

⑷
高
齢
者
生
き
が
い
・
ふ
れ
あ
い

対
策
の
推
進

①
お
い
で
ま
い
サ
ロ
ン
の
設
置
促
進

設
置
団
体
数
　
　 

　
10
団
体

②
敬
老
会
開
催
の
支
援

③
老
人
大
学
の
支
援

④
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の

　
連
携

⑸
施
設
の
適
正
管
理
と

　健
全
経
営

①
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
平
木
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
会
館

　
延
べ
利
用
者
数

1
万
4
，0
3
6
人

②
老
人
福
祉
会
館
あ
け
ぼ
の
荘

利
用
者
数  

延
べ
1
，8
9
2
人

③
み
き
の
家

⑹
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実

①
介
護
保
険
事
業

　（
延
べ
利
用
人
数
）

　
居
宅
介
護
支
援
事
業

1
，1
5
3
人

　
訪
問
介
護
事
業

4
，6
3
6
人

　
通
所
介
護
事
業

3
，0
7
7
人

②
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

　（
延
べ
利
用
人
数
）

　
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

3
，0
0
4
人

　
居
宅
支
援
事
業
　 

1
0
1
人

③
障
害
児
通
所
支
援
事
業

　（
延
べ
利
用
人
数
）

　
児
童
発
達
支
援
事
業　2

1
9
人

　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

1
，3
7
4
人

④
介
護
予
防
二
次
予
防（
通
所

型
）事
業（
延
べ
利
用
人
数
）

　
介
護
予
防
二
次
予
防
事
業
　

1
，7
3
0
人

⑺
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

推
進

①
貸
出
し
福
祉
用
具
の
充
実

②
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
ア 

相
談
、問
い
合
わ
せ
件
数

　
延
べ
7
1
8
件

　
イ 

契
約
締
結
件
数  

　 
38
件

⑻
受
託
事
業
の
推
進

①
生
活
福
祉
資
金
貸
付
の
受
付

事
務

②
給
食
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

③
福
祉
電
話
貸
与
事
業

④
介
護
認
定
調
査

⑤
介
護
予
防
二
次
予
防

　（
通
所
型
）事
業

⑥
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

⑦
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

⑼
理
事
会
・
評
議
員
会
・
監
事
会

の
開
催

　
理
事
会
　
　
　
　
　
　 

4
回

　
評
議
員
会
　
　
　
　
　 

3
回

　
監
事
会
　
　
　
　
　
　 

1
回

（2）社 協だより（3）社 協だより

　
青
葉
を
渡
っ
て
く
る
風
も
爽
や
か

に
、初
夏
を
思
わ
せ
る
今
日
こ
の
頃
、

町
民
の
皆
様
方
に
は
益
々
ご
清
祥
の

こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
日
頃
は
、社
会
福
祉
協
議
会
の

各
事
業
の
取
組
み
に
対
し
て
ご
理

解
・
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
急
速
な
少
子
高
齢

化
の
進
行
、地
域
社
会
や
家
族
の
あ

り
方
が
変
容
す
る
中
、経
済
的
困

窮
や
社
会
的
孤
立
の
方
へ
の
対
応
な

ど
、深
刻
で
複
雑
な
課
題
へ
の
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、社
協
で
は
平
成
28

年
度
に
お
い
て
、多
く
の
事
業
に
取

り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。中
で

も
、①
社
協
運
営
体
制
の
強
化（
各

種
研
修
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、

住
民
ニ
ー
ズ
に
素
早
く
か
つ
柔
軟
に

対
応
で
き
る
組
織
体
制
の
確
立
）

　
②「
香
川
お
も
い
や
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
」の
実
施（
社
会
福
祉

法
人
施
設
と
社
会
福
祉
協
議
会
が

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
、民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
連
携
し
、新
た

な「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取

組
」で
、支
援
を
必
要
と
す
る
方
を

ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
）

　
③
相
談
事
業
の
開
催（
心
配
ご
と

相
談
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

協
力
の
も
と
年
間
24
回
実
施
、無

料
法
律
相
談
は
年
間
4
回
の
実
施

で
、弁
護
士
が
相
談
に
対
応
）

　
④
貸
出
し
福
祉
用
具
の
充
実

（
平
成
28
年
度
は
、子
育
て
支
援
と

し
て
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
の
貸
出
し
を
開

始
）な
ど
の
事
業
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
社
協
は
、地
域
福
祉
を
推
進
す

る
団
体
と
し
て
、期
待
や
要
請
が
大

き
く
な
る
と
同
時
に
、力
量
・
存
在

意
義
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。『
三
木
町
防
災
セ
ン

タ
ー
』に
活
動
拠
点
の
事
務
所
を
移

し
、気
持
ち
も
新
た
に
様
々
な
課
題

の
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、平
成
28
年
度
は
、『
地

域
と
と
も
に
成
長
し
よ
う
　
実
践

あ
る
の
み
』を
合
い
言
葉
に
、行
動

す
る
社
協
・
実
践
す
る
社
協
を
め

ざ
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、日
ご
と

に
暑
さ
が
増
し
て
来
ま
す
が
、町
民

皆
様
方
の
な
お
一
層
の
ご
健
康
と
お

幸
せ
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

『
地
域
と
と
も
に
成
長
し
よ
う
』

三
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

筒
井

　敏
行

平
成
27
年
度 

事
業
報
告

一
、 

概

　況

一
、 

概

　況

一
、 

概

　況

一
、 

概

　況

二
、 

重
点
目
標

二
、 

重
点
目
標

二
、 

重
点
目
標

二
、 

重
点
目
標

社
会
福
祉
協
議
会
役
員
・
評
議
員
紹
介

◎
役

　員

会
長
　
理
事
　
筒
井
　
敏
行

副
会
長
理
事
　
高
橋
　
厚
彦

理
　
　
　
事
　
香
西
　
茂
知

　
　
〃
　
　
　
粂
井
　
明
人

　
　
〃
　
　
　
阿
野
　
秋
子

　
　
〃
　
　
　
山
﨑
可
壽
子

　
　
〃
　
　
　
藤
川
　
惠
一

　
　
〃
　
　
　
壷
井
　
邦
子

　
　
〃
　
　
　
笠
井
　
義
信

　
　
〃
　
　
　
米
田
　
典
子

監
　
　
　
事
　
上
高
　
　
章

　
　
〃
　
　
　
中
山
　
敏
夫

◎
評
議
員

植
松
恵
美
子

市
川
　
隆
義

西
丸
　
一
明

穴
吹
　
和
子

木
村
　
正
司

十
川
　
和
彦

金
集
　
正
人

井
口
　
和
久

宮
本
　
　
徹

寺
山
　
　
學

小
野
坂
　
薦

香
西
　
博
己

菱
谷
　
一
昭

香
西
　
岩
男

岡
内
美
智
子

中
井
　
　
優

古
内
　
雅
子

上
枝
　
孝
広

白
井
　
正
彦

長
尾
　
圓
渉

多
田
　
信
也

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

あけぼの農園、今年もチャレンジします
27年度の様子

地域交流会（神山保育所）



　
平
成
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度
事
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は
、8
項
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の
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中
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社
協

組
織
体
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整
備
充
実
、地
域
福
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宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
活
動
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行
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頼
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れ
る
社
協
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し
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じ
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係
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団
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携
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③
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④
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催
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③
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と
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④
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携
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①
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設
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設
置
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団
体
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会
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催
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人
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人

③
障
害
児
通
所
支
援
事
業

　（
延
べ
利
用
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数
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人
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等
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業
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7
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人
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人
数
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次
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事
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0
人

⑺
在
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福
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ー
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事
業
の

推
進

①
貸
出
し
福
祉
用
具
の
充
実

②
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
ア 
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、問
い
合
わ
せ
件
数

　
延
べ
7
1
8
件

　
イ 

契
約
締
結
件
数  

　 

38
件

⑻
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託
事
業
の
推
進

①
生
活
福
祉
資
金
貸
付
の
受
付

事
務

②
給
食
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

③
福
祉
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話
貸
与
事
業

④
介
護
認
定
調
査

⑤
介
護
予
防
二
次
予
防

　（
通
所
型
）事
業

⑥
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

⑦
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

⑼
理
事
会
・
評
議
員
会
・
監
事
会

の
開
催

　
理
事
会
　
　
　
　
　
　 

4
回

　
評
議
員
会
　
　
　
　
　 

3
回

　
監
事
会
　
　
　
　
　
　 

1
回

（2）社 協だより（3）社 協だより

　
青
葉
を
渡
っ
て
く
る
風
も
爽
や
か

に
、初
夏
を
思
わ
せ
る
今
日
こ
の
頃
、

町
民
の
皆
様
方
に
は
益
々
ご
清
祥
の

こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
日
頃
は
、社
会
福
祉
協
議
会
の

各
事
業
の
取
組
み
に
対
し
て
ご
理

解
・
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
急
速
な
少
子
高
齢

化
の
進
行
、地
域
社
会
や
家
族
の
あ

り
方
が
変
容
す
る
中
、経
済
的
困

窮
や
社
会
的
孤
立
の
方
へ
の
対
応
な

ど
、深
刻
で
複
雑
な
課
題
へ
の
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、社
協
で
は
平
成
28

年
度
に
お
い
て
、多
く
の
事
業
に
取

り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。中
で

も
、①
社
協
運
営
体
制
の
強
化（
各

種
研
修
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、

住
民
ニ
ー
ズ
に
素
早
く
か
つ
柔
軟
に

対
応
で
き
る
組
織
体
制
の
確
立
）

　
②「
香
川
お
も
い
や
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
」の
実
施（
社
会
福
祉

法
人
施
設
と
社
会
福
祉
協
議
会
が

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
、民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
連
携
し
、新
た

な「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取

組
」で
、支
援
を
必
要
と
す
る
方
を

ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
）

　
③
相
談
事
業
の
開
催（
心
配
ご
と

相
談
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

協
力
の
も
と
年
間
24
回
実
施
、無

料
法
律
相
談
は
年
間
4
回
の
実
施

で
、弁
護
士
が
相
談
に
対
応
）

　
④
貸
出
し
福
祉
用
具
の
充
実

（
平
成
28
年
度
は
、子
育
て
支
援
と

し
て
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
の
貸
出
し
を
開

始
）な
ど
の
事
業
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
社
協
は
、地
域
福
祉
を
推
進
す

る
団
体
と
し
て
、期
待
や
要
請
が
大

き
く
な
る
と
同
時
に
、力
量
・
存
在

意
義
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。『
三
木
町
防
災
セ
ン

タ
ー
』に
活
動
拠
点
の
事
務
所
を
移

し
、気
持
ち
も
新
た
に
様
々
な
課
題

の
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、平
成
28
年
度
は
、『
地

域
と
と
も
に
成
長
し
よ
う
　
実
践

あ
る
の
み
』を
合
い
言
葉
に
、行
動

す
る
社
協
・
実
践
す
る
社
協
を
め

ざ
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、日
ご
と

に
暑
さ
が
増
し
て
来
ま
す
が
、町
民

皆
様
方
の
な
お
一
層
の
ご
健
康
と
お

幸
せ
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

『
地
域
と
と
も
に
成
長
し
よ
う
』

三
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

筒
井

　敏
行

平
成
27
年
度 

事
業
報
告

一
、 

概

　況

一
、 

概

　況

一
、 

概

　況

一
、 

概

　況

二
、 

重
点
目
標

二
、 

重
点
目
標

二
、 

重
点
目
標

二
、 

重
点
目
標

社
会
福
祉
協
議
会
役
員
・
評
議
員
紹
介

◎
役

　員

会
長
　
理
事
　
筒
井
　
敏
行

副
会
長
理
事
　
高
橋
　
厚
彦

理
　
　
　
事
　
香
西
　
茂
知

　
　
〃
　
　
　
粂
井
　
明
人

　
　
〃
　
　
　
阿
野
　
秋
子

　
　
〃
　
　
　
山
﨑
可
壽
子

　
　
〃
　
　
　
藤
川
　
惠
一

　
　
〃
　
　
　
壷
井
　
邦
子

　
　
〃
　
　
　
笠
井
　
義
信

　
　
〃
　
　
　
米
田
　
典
子

監
　
　
　
事
　
上
高
　
　
章

　
　
〃
　
　
　
中
山
　
敏
夫

◎
評
議
員

植
松
恵
美
子

市
川
　
隆
義

西
丸
　
一
明

穴
吹
　
和
子

木
村
　
正
司

十
川
　
和
彦

金
集
　
正
人

井
口
　
和
久

宮
本
　
　
徹

寺
山
　
　
學

小
野
坂
　
薦

香
西
　
博
己

菱
谷
　
一
昭

香
西
　
岩
男

岡
内
美
智
子

中
井
　
　
優

古
内
　
雅
子

上
枝
　
孝
広

白
井
　
正
彦

長
尾
　
圓
渉

多
田
　
信
也

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

あけぼの農園、今年もチャレンジします
27年度の様子

地域交流会（神山保育所）



（4）社 協だより（5）社 協だより
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史
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郎
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上
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井

上

下
高
岡

上
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岡

井

上

中

山

　武

夫

三
木
町
仏
教
会

川
原
自
治
会

匿

名

岩

部

　敬

司

高
松
信
用
金
庫
三
木
支
店

中
山

　ア
キ
ノ

軍
恩
木
田
婦
人
部

（（（（（（（（

））））））））

氷

上

氷

上

氷

上

朝

倉

鹿

伏

平

木

氷

上

氷

上

　平
成
27
年
度
に
は
三
木
町
社

会
福
祉
協
議
会
の
事
業
資
金
に

と
心
暖
ま
る
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。社
会
福
祉
向
上
の
た
め
、

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。ご
寄
付
さ
れ
た
皆
様
の

ご
芳
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

軍

恩

氷

上

池
戸
商
工
セ
ン
タ
ー

秋
の
芸
能
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

氷
上
地
区
未
亡
人
会

平
井
婦
人
会

平
井
婦
人
会

平
井
婦
人
会

真
如
苑  

四
国
精
舎

匿

名

下
高
岡
婦
人
会

下
高
岡
婦
人
会

井
戸
婦
人
会

井
戸
婦
人
会

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

自
然
と
ふ
れ
あ
い
活
動
委
員
会

（（（（（（（（（（（（（

）））））））））））））

上
高
岡

池

戸

氷

上

池

戸

池

戸

池

戸

池

戸

池

戸

下
高
岡

下
高
岡

井

戸

井

戸

下
高
岡

善
意
の
ひ
ろ
ば

◎
香
典
返
し
ご
寄
附

◎
福
祉
一
般
寄
附

事 業 区 分 別 収 支 総 括 表事 業 区 分 別 収 支 総 括 表

平成27年度 収支決算平成27年度 収支決算

貸 借 対 照 表貸 借 対 照 表

事　業　区　分
本部事業
心配ごと相談事業
給食配食サービス事業
敬老会開催事業
福祉電話貸与事業
ボランティアセンター事業
共同募金配分金事業
日常生活自立支援事業
居宅介護支援事業
訪問介護事業
ホ－ムヘルプ派遣事業
障害福祉サービス事業

収　入
88,201,927

164,000
2,235,400
3,500,000

484,997
200,000

3,258,814
3,385,000

15,429,642
12,873,880
5,953,445
3,401,730

支　出
78,428,404

129,746
1,632,155
3,582,043

515,279
126,264

3,226,659
4,467,510

18,506,071
8,706,943
5,370,588
3,298,325

事　業　区　分
生計困難者に対する相談支援事業
通所介護事業
介護予防二次予防（通所型）事業
就労継続支援Ｂ型事業
放課後等デイサービス事業
児童発達支援事業
平木コミュニティ会館運営事業

合　　　　計

収　入
3,150

18,595,150
10,110,500
20,528,602
13,706,208
2,327,629

16,754,882

221,114,956

支　出
53,150

20,327,573
8,329,001

16,568,500
10,144,398
1,508,518

15,555,487

200,476,614

（単位：円）一般会計

（単位：円）一般会計

事　業　区　分
成年後見制度事業
生活困窮者自立支援事業
あけぼの荘管理事業
みきの家管理事業

合　　　　　　計

収　　　入
0

3,606,120
7,620,030
3,090,000

14,316,150

支　　　出
0

3,606,120
6,499,403
3,056,830

13,162,353

（単位：円）公益事業特別会計

　 流動資産
　 固定資産
　 資産の部合計

　 流動負債
　 固定負債
　 負債の部合計
　 基本金
　 その他の積立金
　 次期繰越活動収支差額
　 純資産の部合計

156,406,820
295,341,178
451,747,998
51,949,661
42,530,190
94,479,851
1,000,000

50,000,000
307,373,509
358,373,509
452,853,360

科

　
　
　
　目

資
産
の
部

負
債
の
部

純
資
産
の
部
負債及び純資産の部合計

平成28年3月31日現在 （単位：円）公益事業特別会計
　 流動資産
　 固定資産
　 資産の部合計

　 流動負債
　 
　 負債の部合計
　 次期繰越活動収支差額

　 純資産の部合計

4,536,257
2

4,536,259
453,983

453,983
4,082,276

4,082,276
4,536,259

科

　
　
　
　目

資
産
の
部

負
債
の
部

純
資
産
の
部
負債及び純資産の部合計

平成28年3月31日現在

あけぼの荘便り

　あけぼの荘では、月1回　　　　　　　　  を開催しています。自分の好みの
飲み物とおやつをセットに、お話しすることで他の方との交流を図っています。
一般の方もご来館頂いた際、月1回は、カフェを楽しんでもらい好評です。
　また、趣味活動も盛んで、次々と新しい手芸作品に挑戦
し、思考力、集中力を養い脳の活性化につとめています。
　平成28年度二次予防事業（スマイルクラブ）の募集が
始まっています。ご参加お待ちしています！

あけぼの荘　☎898－7650（お問い合わせ先）

　みきの家では、施設見学を随時受け付けています。興味がある方は、
お気軽にお問い合わせください。

施設見学に来ませんか？

　また、みきの家では児童発達支援事業及び放課後等デイサービス事業において、児童の宿題や創作活動、レ
クリエーション等のお手伝いしていただける登録指導員を募集しています。

○児童発達支援事業（未就学児）
○放課後等デイサービス事業（就学児）
　※サービス提供時間（9：30～18：00）
　　　　　　　　　  （9：00～17：00）長期休暇
○就労継続支援Ｂ型事業（18歳以上）
　※サービス提供時間（9：00～15：30）

（
事
業
内
容
）

みきの家みきの家

あけぼのカフェ

三木指定居宅介護支援事業所 マ メ 知 識マ メ 知 識

自分は健康！と過信していませんか？

☆心臓のドキン（ドッキン）・ドキドキ⇒不整脈のサイン（数時間内に何度も繰り返す）
☆一瞬のめまい・失神⇒不整脈・狭心症のサイン（初期は症状が軽く見逃す）
☆胸が痛い・胸の違和感⇒狭心症・不整脈のサイン
☆疲れやすい・息切れ⇒心不全のサイン（心臓の
病気はかなり進行し弱っている）

～注目すべき、心臓病の初期症状～

○就労継続支援Ｂ型事業 TEL・FAX 899－1125
○児童発達支援事業・放課後等デイサービス事業
 TEL 899－1126　FAX 899－1125

（お問い合わせ先）

プロもびっくり！
見事な手芸作品の

数々…

はじける
笑顔★

心疾患とは？代表は狭心症と心筋梗塞

早期受診と自己管理・
定期的な血圧測定・バランスの
とれた食生活・適度な運動・
禁煙・ストレス解消等、

生活環境の改善に取り組む
ことが大切です!!

三木指定居宅介護支援事業所  ☎891－3317
（お問い合わせ先）



（4）社 協だより（5）社 協だより
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事 業 区 分 別 収 支 総 括 表事 業 区 分 別 収 支 総 括 表

平成27年度 収支決算平成27年度 収支決算

貸 借 対 照 表貸 借 対 照 表

事　業　区　分
本部事業
心配ごと相談事業
給食配食サービス事業
敬老会開催事業
福祉電話貸与事業
ボランティアセンター事業
共同募金配分金事業
日常生活自立支援事業
居宅介護支援事業
訪問介護事業
ホ－ムヘルプ派遣事業
障害福祉サービス事業

収　入
88,201,927

164,000
2,235,400
3,500,000

484,997
200,000

3,258,814
3,385,000

15,429,642
12,873,880
5,953,445
3,401,730

支　出
78,428,404

129,746
1,632,155
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（単位：円）一般会計

事　業　区　分
成年後見制度事業
生活困窮者自立支援事業
あけぼの荘管理事業
みきの家管理事業

合　　　　　　計

収　　　入
0

3,606,120
7,620,030
3,090,000

14,316,150

支　　　出
0

3,606,120
6,499,403
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（単位：円）公益事業特別会計
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平成28年3月31日現在

あけぼの荘便り

　あけぼの荘では、月1回　　　　　　　　  を開催しています。自分の好みの
飲み物とおやつをセットに、お話しすることで他の方との交流を図っています。
一般の方もご来館頂いた際、月1回は、カフェを楽しんでもらい好評です。
　また、趣味活動も盛んで、次々と新しい手芸作品に挑戦
し、思考力、集中力を養い脳の活性化につとめています。
　平成28年度二次予防事業（スマイルクラブ）の募集が
始まっています。ご参加お待ちしています！

あけぼの荘　☎898－7650（お問い合わせ先）

　みきの家では、施設見学を随時受け付けています。興味がある方は、
お気軽にお問い合わせください。

施設見学に来ませんか？

　また、みきの家では児童発達支援事業及び放課後等デイサービス事業において、児童の宿題や創作活動、レ
クリエーション等のお手伝いしていただける登録指導員を募集しています。

○児童発達支援事業（未就学児）
○放課後等デイサービス事業（就学児）
　※サービス提供時間（9：30～18：00）
　　　　　　　　　  （9：00～17：00）長期休暇
○就労継続支援Ｂ型事業（18歳以上）
　※サービス提供時間（9：00～15：30）

（
事
業
内
容
）

みきの家みきの家

あけぼのカフェ

三木指定居宅介護支援事業所 マ メ 知 識マ メ 知 識

自分は健康！と過信していませんか？

☆心臓のドキン（ドッキン）・ドキドキ⇒不整脈のサイン（数時間内に何度も繰り返す）
☆一瞬のめまい・失神⇒不整脈・狭心症のサイン（初期は症状が軽く見逃す）
☆胸が痛い・胸の違和感⇒狭心症・不整脈のサイン
☆疲れやすい・息切れ⇒心不全のサイン（心臓の
病気はかなり進行し弱っている）

～注目すべき、心臓病の初期症状～

○就労継続支援Ｂ型事業 TEL・FAX 899－1125
○児童発達支援事業・放課後等デイサービス事業
 TEL 899－1126　FAX 899－1125

（お問い合わせ先）

プロもびっくり！
見事な手芸作品の

数々…

はじける
笑顔★

心疾患とは？代表は狭心症と心筋梗塞

早期受診と自己管理・
定期的な血圧測定・バランスの
とれた食生活・適度な運動・
禁煙・ストレス解消等、

生活環境の改善に取り組む
ことが大切です!!

三木指定居宅介護支援事業所  ☎891－3317
（お問い合わせ先）



職員紹介職員紹介

・ご飯　・味噌汁
・サバ煮
 （キャベツ湯通し・
イチゴ・焼きナス）

・きゅうり酢の物
すべて薄味です。

　主 菜 は 基 本 的 に カ ロ
リーコントロールのため煮る・焼く・蒸すなど
油をひかえる調理をしています。塩分制限が
あるので汁物も控えても良いと思います。
　汁の代わりにおひたしや野菜ジュース・果
物はいかかですか？蒸し野菜にはノンオイル
ドレッシングを使うと良いと思いま
す。安心して食べて
もらいたいです。

三木指定訪問介護事業所三木指定訪問介護事業所
役に立つ介護食の作り方

（家庭の中にある材料でつくる。）

メニュー例
(心臓病食編)

（6）社 協だより（7）社 協だより

　家の中で過ごしがちな高齢者や地域住民等が、近くの集会場
などに気軽に集い、ふれあいを通して生きがいづくり、仲間づく
りの輪を広げることを目的としたサロン活動です。
　地域住民が自主的に運営し、目的に沿った活動を企画・実施し
て頂きます。
　この活動を行う場合には助成が受けられます。また、当協議会
は「支えあうまちづくり」を応援しており、立ち上げのお手伝い
をさせて頂きますのでお気軽にご相談ください。
　長岡代表に活動目的を聞くと「住みよいまちづくりの活動を
続けるため」とすばらしいご意見を頂きました。（右から3人目が
にこにこ会の長岡代表）

「おいでまいサロン」
「おいでまいサロン」
「おいでまいサロン」「おいでまいサロン」始めてみませんか？始めてみませんか？始めてみませんか？始めてみませんか？

三木町社会福祉協議会　☎891－3317（お問い合わせ先）

  ▶笑顔が絶えない「にこにこ会」の活動の様子
  　池戸（四角寺）

～心臓のポイント～

　本年4月からあけぼの荘に勤務しています。介護員の仕事は初め
てなので不安もありますが、職員の方々に指導していただきながら
日々の業務に取り組んでいます。利用者様には安全第一に、そして
安心してあけぼの荘を利用していただき、在宅での生活が継続でき

るような支援を行いたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

介護員 小林 秋子

　新しく建て替えられた防災センターで生活困窮者自立支援制度
の相談支援員の業務をしています。
　今年で2年目になりますが、まだまだわからない事ばかりで相談
業務のむずかしさをかみしめる毎日です。

　たくさんの人たちに支えていただきながらではありますが、これからも地域や福祉
の為にがんばっていきたいと思います。

相談支援員 藤原 明美

減塩です。舌を薄味に
ならしましょう!!

　三木町社会福祉協議会は、福祉の向上・充実を目指し、
地域福祉事業をはじめ、様々な福祉事業を展開するため
に、毎年皆様方にご支援をお願いしています。
福祉事業の財源は、皆様からの会費や寄附金、公的財
源、介護保険事業などにより成り立っており、中でも会費
は大切な自主財源となっています。
　寄せられた会費は、主にボランティア事業をはじめとす

る地域福祉事業を推進する活動に使われています。
　今年の会員募集については、広報委員の方を通
じてお願いいたしますので、会費の趣旨をご理解の
うえご協力いただきますようお願い申し上げます。
※「会員募集」とは、地域福祉の推進に取り組む社会福祉協

議会の運営やサービスの参加・協力を財政面でお願いす
るものです。

　日本赤十字社では、国内外で発生している自然災害
などの被災者に対し、緊急支援から復興支援に至るま
で、幅広い活動を展開しています。
　県内においてもＡＥＤの使用方法や水の事故防止な
どの各種講習会の開催やボランティアの養成など様々
な活動を展開しています。
　これら活動に必要な資金は、皆さまからお寄せいた
だく「社資」によって成り立っています。

　今回の社資募集につきましては、広報委員及び
各地区の婦人会を通じてお願いいたしますので、
趣旨をご理解のうえご協力いただきますようお願
い申し上げます。

　毎年共同募金運動にご協力いただき、あり
がとうございます。
　さて、昨年度ご協力をいただきました募金
実績をもとに、平成28年度に本町に助成さ
れる金 額 は388万 円
余と決まり、次のように
地 域 福 祉 の 増 進と向
上のために配分される
ことになりましたので、
ご報告いたします。

平成27年度より被助成団体に出向き、福祉教育を推進するとともに、共同募金に共感、協力
して頂ける仲間「赤い羽根　まんで協力隊」育成事業に取り組んでいます。（大宮保育園）

街頭募金をがんばってくれた園児に感謝状！！
（大宮保育園）

1 地域福祉活動支援事業
　◎各種福祉団体の事業助成（17件） 505,700円
　◎私立保育所の事業助成（3件） 413,700円
　◎民生児童委員協議会の活動助成（1件） 104,000円

2 小地域福祉活動事業
　◎自治会事業への事業助成（2件） 915,000円

3 地域福祉活動事業
　◎社会福祉協議会事業（5件） 1,747,285円
　◎ボランティアセンター備品
　　購入事業（1件） 197,000円

一般会員  一口　  500円以上
賛助会員  一口　1,000円以上 

三木町社会福祉協議会　☎891－3317（お問い合わせ先）

日赤香川県支部三木町分区（三木町社会福祉協議会　☎891－3317）（お問い合わせ先）

平成28年度 共同募金事業の地域助成額が決まりました。共同募金事業の地域助成額が決まりました。

今年度の目標額  3,604,000円
一世帯あたり500円以上でお願いします。

日赤社資募集について日赤社資募集について

社協会員募集について 登録ヘルパー
大募集中!!

三木指定訪問介護事業所　☎891－3317（お問い合わせ先）
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平成28年度 共同募金事業の地域助成額が決まりました。共同募金事業の地域助成額が決まりました。

今年度の目標額  3,604,000円
一世帯あたり500円以上でお願いします。
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大募集中!!
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（8）社 協 だ より

　晴天に恵まれた小学校の運動会、印
象に残ったのが6年生の組体操。6年間

の集大成で、〝全員〟で成功をおさめていました。演技終了後、
涙を浮かべる児童の姿や退場時、先生と全6年生がハイタッ
チする姿を見て、三木町で子どもを育てる決断をしてよかっ
たと思いました。
　おおげさかもしれませんが運動会というのは、今の社会に
たりない人と人との結びつきや、古きよき日本の姿があるよ
うに思えます。
　娘が友達と、次の運動会の話をしていました。来年の運動
会のことと思いきや、“町民運動会”の話をしており、何やら

「おやつ」交換について楽しそうに話し合っていました。
　地域の絆が失われている今、その特効薬となるものは、複
雑多様化した現代、なかなか見つかるものじゃありません。
しかし、将来の宝である三木町の元気な子どもたちが、毎年
のように、“町民運動会”に参加し、いずれ大人になった時、
地域の絆を取り戻すキーマンになっているかもしれません。
その元気な子どもたちがこの三木町で地域とのつながりを
もち、健やかに育ってほしいと願うばかりです。社会福祉に
従事する者として、“町民運動会”でも精一杯、汗をかいて
〝中年おやじパワーで〟地域に貢献したいと心に決めて…

　三木町ボランティアセンターは平成26年3月に発足し、ボランティア活動の
発展を図るため広報活動や登録団体のネットワーク化に取り組んでいます。
　現在は、災害時に活動が期待される「災害ボランティアセンター」の実用化
に向け協議を進めており、町内で研修会や訓練等を実施していきたいと考えて
います。町内でボランティア活動をしている団体の参加をお待ちしています。
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ボランティアセンター事務局
（三木町社会福祉協議会内）　☎891－3317

（お問い合わせ先）

　三木町社会福祉協議会では、平成24
年度より共同募金助成金を活用し、高齢者の安心と
安全を確保することを目的に救急医療情報キット（み
き絆キット）配布事業を実施しております。
　みき絆キットとは、一人暮らし等の高齢者が、自宅
で具合が悪くなり救急車を呼ぶなど万が一の救急時
に備えるための器具です。
　救急医療活動に必要な氏名、生年月日、かかりつけ
医、治療中の病名、どんな薬を飲んでいるか、緊急連

絡先などの情報を救急医療情報
カードに自分で記入し、円筒形のプ
ラスチック容器に入れて自宅の冷
蔵庫に保管します。
　万が一の時にかけつけた救急隊
員が冷蔵庫から取り出し、適切な
医療活動のために活用します。
　対象者は、70歳以上の一人暮らしの方または高齢
者のみで構成される世帯です。
　申請手続きについては、地区の民生委員さんにご
相談ください。

三木町社会福祉協議会　☎891－3317（お問い合わせ先）

三木町ボランティアセンターからお知らせ三木町ボランティアセンターからお知らせ

　平成28年4月29（金）昭和の日に第2回大会を開催しました。今大会は、事前予告どお
りトランプゲームと組み合わせて、バラェティーにとんだ大会となりました。
　子ども達は、学校行事と重なり残念ながら参加することが出来ませんでしたが、次回
の挑戦を待っています。

第2回　平コミ杯
金ころがしandトランプ大会開催
第2回　平コミ杯
金ころがしandトランプ大会開催

平木コミュニティ会館　☎891－0881（お問い合わせ先）

第1回平コミ杯『将棋大会』を予定！
開催は、来年3月ですので、初心の方もまだまだ時間がたっぷりあります。
ぜひ、平コミに腕を磨きに来てくださいネ！！

注：詳細は2月発行の社協だよりにてお知らせします。お楽しみに!(^^)!

  7月20日（水） 風流使者  天下無双の剣 市川右太衛門 ・ 大友柳太郎
  8月17日（水） 雪之丞変化 長谷川一夫 ・ 山本富士子
  9月21日（水） 天下のご意見番 片岡知恵蔵 ・ 市川右太衛門
10月19日（水） 暗　殺 丹波　哲郎 ・ 岩下　志麻
11月16日（水） 忍者秘帖  梟の城 大友柳太郎 ・ 高千穂ひづる

予告!!

金

あなたもこれで安心！あなたもこれで安心！
支えあうまちづくり「みき絆キット」配布事業

押花歩く会作品第2弾
6月～8月末まで
展示中!!

平コミギャラリー御案内 平コミシアター予告編!! 毎月第3水曜日上映中


